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(1)　第1857号　2021年10月25日

　
自
治
体
労
働
者
の
賃
金

は
、
２
０
０
５
年
人
事
院
勧

告「
地
域
給
与
・
給
与
制
度

の
見
直
し
」に
よ
り
平
均

４
・
８
％
の
賃
金
削
減
と
地

域
手
当
に
よ
る
格
差
、
さ
ら

に
２
０
１
４
年
「
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
」
に
よ
り

平
均
２
％
の
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
県
本
部
で
は
、

こ
れ
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
て

き
た
賃
金
水
準
を
取
り
戻
す

取
り
組
み
と
し
て
、
毎
年
こ

の
時
期
に
会
議
を
開
催
し
交

流
し
て
い
ま
す
。

　
賃
金
改
善
目
標
は
、
初
任

給
の
引
き
上
げ
、
昇
格
・
昇

給
基
準
の
改
善
、
こ
れ
ま
で

高
萩
市
職
の
昇
格
制
度
を
見

直
し
生
涯
賃
金
改
善
を
勝
ち

取
っ
た
取
り
組
み
に
学
び
、

さ
ら
に
定
年
ま
で
昇
給
が
可

能
と
な
る
号
給
の
延
長
な
ど

各
単
組
で
改
善
を
求
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
人
事
評
価
制
度
で
は
、
こ

の
間
の
コ
ロ
ナ
禍
の
職
場
実

態
を
踏
ま
え
、
成
績
率
へ
の

反
映
を
保
留
し
職
員
全
体
に

確
定
闘
争
の
取
り
組
み
を
強
化

定
闘
争
に
向
け
て
」、
花
島

副
委
員
長
か
ら「
給
与
制
度

見
直
し
と
給
与
改
善
」、
動

画
に
よ
る「
定
年
引
き
上
げ

の
解
説
と
交
渉
ポ
イ
ン

ト
」、
千
歳
委
員
長
か
ら
は

「
人
事
評
価
制
度
へ
の
関
与

と
課
題
」に
つ
い
て
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。

現業・公企統一闘争総決起集会
日時　10月30日（土）10：00～15：00
場所　水戸市　自治労茨城県本部
内容　方針提起
　　　講演　定年延長に向けた対応について
　　　講師　県本部副執行委員長　花島　浩之

予
定
さ
れ
る
参
院
選
に
立
候

補
予
定
の
鬼
木
ま
こ
と
さ
ん

も
か
け
つ
け
、「
切
り
捨
て

ら
れ
て
き
た
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
取
り
戻
し
、
自
治
労
の
現

場
の
声
を
国
政
へ
反
映
さ
せ

て
い
こ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
生
井
澤
書
記

長
か
ら「
人
勧
の
概
要
と
確

　
県
本
部
は
、
賃
金
確
定
闘

争
に
向
け
た
討
論
を
深
め
る

た
め
、
　
月
　
日
、
第
４
回

10

16

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
者
学
校
を
水

戸
と
県
南
の
２
会
場
を
ウ
ェ

ブ
で
つ
な
ぎ
開
催
し
、
　
単
23

組
か
ら
　
名
が
参
加
し
ま
し

52

た
。
　
こ
の
日
は
、
来
年
７
月
に

配
分
さ
せ
る
な
ど
の
措
置
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
今
年
度
は
定

年
引
き
上
げ
に
つ
い
て
来
年

３
月
議
会
で
の
条
例
制
定
に

向
け
交
渉
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
提
起
後
は
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に

分
か
れ
、
単
組
の
運
用
状
況

や
課
題
に
つ
い
て
交
流
し
、

統
一
闘
争
の
強
化
に
向
け
て

討
論
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は「
じ
ち
ろ

う
モ
バ
イ
ル
」に
つ
い
て
柳

生
書
記
次
長
が
提
案
を
行

い
、
単
組
活
動
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
新
た
な
情
報
シ
ス

テ
ム
利
用
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

賃
金
制
度
の
改
善
め
ざ
そ
う

の
審
議
期
間
を
８
日
間
設

け
、
①
大
会
代
議
員
・
役
員

選
出
、
②
一
般
経
過
報
告
、

③
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決

算
報
告
と
監
査
報
告
、
④
政

治
活
動
報
告
に
つ
い
て
の
承

認
と
、
議
案
で
は
、
①
２
０

２
２
年
度
運
動
方
針
、
②
当

面
の
闘
争
方
針
、
③
一
般
会

計
・
特
別
会
計
予
算
、
④
第

５
次
組
織
強
化
・
拡
大
の
た

め
の
推
進
計
画
、
⑤
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
の
賛
否

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
、
第
２
回
定
期

10

13

大
会
役
員
会
議
が
開
か
れ
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ

た
大
会
議
長
、
資
格
審
査
委

員
長
、
大
会
書
記
長
を
招
集

し
、
す
べ
て
の
報
告
と
議
案

に
つ
い
て
の
承
認
結
果
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
短
期
間
で
の
集
約
に
も
か

か
わ
ら
ず
単
組
で
の
取
り
組

み
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
本
部
は
、
今
後
、
承
認

さ
れ
た
議
案
を
も
と
に
運
動

を
展
開
し
ま
す
。
間
近
の
確

定
闘
争
で
は
、
全
単
組
が
要

求
書
提
出
と
交
渉
・
協
議
を

行
い
、
賃
金
改
善
要
求
と
合

わ
せ
労
働
条
件
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
改
善
に
取
り
組
み

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

第４回ブロック
活 動 者 学 校

　
９
月
　
日
に
開
催
が
予
定

29

さ
れ
て
い
た
県
本
部
第
１
２

０
回
定
期
大
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

と
９
月
　
日
ま
で
の
県
へ
の

30

緊
急
事
態
宣
言
延
長
に
よ

り
、
対
面
開
催
か
ら
書
面
審

議
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
書
面
審
議
で
は
、
単
組
で

ま
す
。
新
規
採
用
職
員
や
臨

時
・
非
常
勤
等
職
員
の
組
合

加
入
の
推
進
を
図
り
、
組
織

拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま

た
、
来
年
７
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
参
議
院
選
挙
で
は
、

自
治
労
組
織
内
候
補
予
定
者

「
鬼
木
ま
こ
と
」の
必
勝
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
今
以
上
に
組
合
員
の
皆
さ

ん
と
単
組
、
県
本
部
に
よ
る

連
携
し
た
運
動
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
取
り
組
み

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【国家公務員（国公）初任給】
大学卒短大卒高校卒
1－251－151－5

【初任給の国公上位自治体単組】
県職連合・大子・ひたちなか
行方・鉾田・鹿嶋・神栖

大学卒短大卒高校卒
1－291－191－9
龍ケ崎日立・美浦・龍ケ崎
大学卒短大卒高校卒
1－291－171－9

土浦
大学卒
1－33

【号給延長されている自治体単組】
行（一）４級
県職連合・日立市職・龍ケ崎市職

８号給延長（101号給）
水戸市職

４号給延長（97号給）

ウェブで開かれた活動者学校・水戸会場

提案を聞く県南会場の様子

活動者学校であいさつする鬼木まこと候補

 連
携
し
た
運
動
を
推
進

２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
が
可
決

長崎「被爆体験者」の
早期救済を求める団体署名実施中

2021年11月８日（月）必着
広島に続き長崎でも “救済措置”を

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
提

供
す
る
た
め
に
も
、
必
要
な

人
員
と
賃
金
労
働
条
件
は
確

保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
引
き
下
げ
分
す

べ
て
が
期
末
手
当
か
ら
差
し

引
か
れ
る
こ
と
は
、
勤
勉
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
会

計
年
度
任
用
職
員
に
と
っ
て

納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
県
職
や
茨
教
組
、
自
治
労

な
ど
で
つ
く
る
県
地
公
労

は
、
勧
告
を
受
け
声
明
を
発

出
し
、「
よ
り
質
の
高
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け

る
た
め
に
も
、
賃
金
水
準
の

維
持
・
改
善
は
も
と
よ
り
、

労
働
時
間
の
短
縮
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
対
策
、
両
立
支

援
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

労
働
条
件
の
改
善
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
る
」
と
し

て
い
ま
す
。　
日
に
は
知
事

12

宛
て
に
要
求
書
を
提
出
し
、

今
後
は
交
渉
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
各
単
組
で
も
、
人
勧

を
上
回
る
成
果
と
な
る
よ
う

要
求
書
提
出
、
交
渉
・
協
議

を
行
い
、
賃
金
確
定
闘
争
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
茨
城
県
人
事
委
員
会
は
、

　
月
　
日
、
県
職
員
の
一
時

10

11

金
に
つ
い
て
、
国
と
同
じ
く

０
・
　
月
引
き
下
げ
年
間

15

４
・
　
月
、
月
例
給
は
改
定

30

な
し
の
給
与
勧
告
を
行
い
ま

し
た
。
一
時
金
の
引
き
下
げ

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
２
年

連
続
と
な
り
ま
す
。

　
勧
告
は
民
間
賞
与
の
支
給

実
態
に
基
づ
く
も
の
と
は
い

え
、
一
時
金
が
２
年
連
続
引

き
下
げ
と
な
っ
た
こ
と
は
、

生
活
確
保
の
観
点
か
ら
は
極

め
て
不
満
な
内
容
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
中
で
良
質
な
公
務
・

第58回護憲大会
～憲法理念の実現をめざす第58回大会～

大震災から10年！
防衛より防災！ 共に生きる確実な明日へ

2021年10月30日（土）13：00～17：30
　　　　　　31日（日） 　9：30～12：30

YouTube 「peaceforum channel」
オンライン配信

県人事委員会勧告

一時金２年連続引き下げ
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約
４
割
が「
１
０
０
万
円

未
満
」と
回
答
。
老
後
資

金
の
目
標
額
は「
１
千
万

円
以
上
」が
　
・
４
％
と

54

最
も
多
く
、「
２
千
万
円

以
上
」は
　
・
２
％
と
、

37

現
在
の
預
貯
金
額
と
目
標

額
に
は
大
き
な
差
が
生
じ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　
こ
の
た
め
、「
現
在
の

預
貯
金
の
状
況
に
つ
い
て

将
来
の
不
安
」を
聞
く

と
、
　
、
　
代
の
９
割
、

30

40

　
代
の
８
割
超
が「
感
じ

50る
」「
少
し
感
じ
る
」と
回

答
。
預
貯
金
と
老
後
を
め

ぐ
る
不
安
は
尽
き
ま
せ
ん
。

目
的
は「
老
後
資
金
」で
も

尽
き
ぬ
不
安

く
ら
し
と
統
計

預貯金

い
た
と
こ
ろ
、
７
１
０
人

（
　
％
）が「
し
て
い
る
」と
回

71答
し
ま
し
た
。
預
貯
金
の
目

的
は「
老
後
資
金
」が
ト
ッ
プ

で
、「
趣
味
」や「
旅
行
」が
続

き
ま
す
。

　
現
在
の
預
貯
金
額
は
年
代

で
異
な
る
も
の
の
、
全
体
の

　
預
貯
金
の
目
的
は「
老

後
資
金
」―
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

銀
行
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し

た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
や
預

貯
金
に
関
す
る
意
識
調
査

の
結
果
で
す
。

　
　
～
　
代
の
男
女
計
千

10

50

人
に
預
貯
金
の
有
無
を
聞

取手競輪労組牛久市職

龍ケ崎市職

取手市職

取手下水道労組

阿見町職 水戸市職 保育所・認定こども園部会学習会

「鬼木まこと」来県

現場の声を聞く

　
自
治
労
は
、
来
年
７
月
に
実

施
さ
れ
る
第
　
回
参
議
院
選
挙

26

の
全
国
比
例
区
で
「
鬼
木
ま
こ

と
」
を
組
織
内
候
補
予
定
者
と

し
て
擁
立
し
ま
す
。
鬼
木
ま
こ

と
候
補
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
組
合

員
と
直
接
対
話
す
る
こ
と
が
難

し
い
中
で
も
少
し
ず
つ
で
す
が

全
国
各
地
の
職
場
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。

　
　
月
　
日
に
は
茨
城
県
内
に

10

15

入
り
、
取
手
市
職
、
龍
ケ
崎
市

職
、
牛
久
市
職
、
阿
見
町
職
、

取
手
下
水
道
労
組
、
取
手
競
輪

労
組
の
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
６
単
組

を
訪
問
。
夕
方
に
は
水
戸
市
職

の
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
部

会
の
学
習
会
に
出
席
し
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
鬼
木
候
補
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単

組
や
書
記
局
で
組
合
の
執
行
部

な
ど
か
ら
直
接
話
を
聞
き
、
職

場
の
深
刻
な
人
員
不
足
や
コ
ロ

ナ
禍
で
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
た

現
状
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

や
、
立
候
補
に
対
し
て
の
激
励

を
受
け
ま
し
た
。

　
私
た
ち
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
自
治
労
の
代
表
と
し
て
、
現

場
で
奮
闘
す
る
組
合
員
の
皆
さ

ん
の
声
を
国
政
に
届
け
る
た
め
奮

闘
す
る「
鬼
木
ま
こ
と
」へ
の
支
援

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


